
クルマ社会を問い直す会 2026年度講演会

講演概要

現在、地方都市を中心に公共交通は深刻な危機に瀕
しています。過度なクルマ依存による利用者の減少、
運転手不足、路線の廃止が相次ぎ、高齢者や子供を
含む「移動の自由」が脅かされています。カーボン
ニュートラルの実現や持続可能な都市経営の観点か
らも、公共交通を軸とした都市構造への転換は喫緊
の課題です。
本講演では、岡山を拠点に30年にわたり「人と環境
にやさしい交通」を追求してこられた岡将男さんを
迎え、市民の立場からいかに国や行政を動かしてき
たのか、その軌跡を学びます。

講師紹介
岡 将男（おか まさお）さん

NPO法人公共の交通ラクダ（RACDA）会長
全国・路面電車ネットワーク 運営委員長
百鬼園倶楽部(内田百閒)顕彰会会長
全国邪馬台国連絡協議会副会長

《日時》 2026年4月18日（土）
15:30～17:30

《会場》きゅりあん 第一特別講習室 (4F)
（品川区立総合区民会館）
JR 大井町駅 東口徒歩2分
正面の壁に「LABI」の赤い文字が見える
建物です。
https://www.shinagawa-culture.or.jp
/curian/access.html

《参加費》無料
（会員以外も参加自由
・Zoom参加可能）

《お申込》 4月15日（水）までにE-mailにて、
氏名・メール・電話番号を添えて下記
【問合せ】までお送りください。

【主催・問合せ】 クルマ社会を問い直す会 共同代表：青木 勝
E-mail：osakahorai551@yahoo.co.jp

公共交通中心の都市構造への
再構築と市民の役割

～RACDAの30年にわたる政策提言と実現への軌跡～


